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申申１１２２号号申申しし入入れれ項項目目  

１.２０２４年度冬期の取り組みにおける成果と課題を明らかにすること。 

２.架線凍結防止策の評価を明らかにすること。 

３.試験的に整備したＥ１２９系カッターパンの有効性について、架線凍結に対

する検証結果を明らかにすること。 

４.２０２４年度冬期における駅構内及び駅間の除雪体制について、各線区別に

成果と課題を明らかにすること。 

５.上越線越後川口駅及び大沢駅において、列車の起動不能が繰り返し発生した

原因と実施していた起動不能対策の評価を明らかにすること。 

６.ポイント不転換対策について、「２０２４年度冬期の取り組み」で対策を講

じた箇所の評価と次期冬期で新たに対策が必要な箇所を明らかにすること。 

７.各線区別にホーム除雪の評価を明らかにすること。 

８.柏崎駅で実施した車掌の誘導による起動確認について、担当をＣ６０２１行

路とした理由と車掌行路の休養時間確保の考え方を明らかにすること。 

９.Ｅ６５３系、雪の介在によるドア開閉不具合で列車遅延が発生した件数と次

期冬期の課題を明らかにすること。 

10.長岡駅南部構内における除雪体制の評価を明らかにすること。 

11.臨時単行機関車列車を運用する際、乗務員の勤務指定方について明らかにす

ること。 

12.制輪子凍結防止策の効果を明らかにすること。 

13.電報手配により列車運休が確定するまでの間、現場社員とお客さまへの運休

情報の伝達方について明らかにすること。 

 ２０２４年度冬期は大雪や架線凍結等による輸送障害が発生しました。働く

社員の安全を確保するとともに、輸送障害を可能な限り少なくするために冬期

の取り組みについてしっかり検証する必要があります。新潟地本は寄せられた

組合員の声を基に申１２号を提出しました。 
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